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2017 年度新聞学研究所事業報告

○共同研究プロジェクト
「映像情報のカテゴリー化をめぐる研究」

研究代表者　大井眞二（日本大学法学部新聞学科教授）
研究分担者　岩渕美克（日本大学法学部新聞学科教授）

小林義寛（日本大学法学部新聞学科教授）
佐幸信介（日本大学法学部新聞学科教授）
米倉　律（日本大学法学部新聞学科准教授）
原由美子（ＮＨＫ放送文化研究所研究員）
西田善行（法政大学サステナビリティ研究所研究員）
加藤徹郎（法政大学サステナビリティ研究所研究員）

研究の概要
本共同研究は 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災後のTV放送の報道内容を分析し、災
害時におけるニュース報道及び他の関連する映像情報を量的、質的両面から研究する上で必要な
基盤整備としてのデータベース構築を目的として、平成 25 年度からその研究を始めた。
現在、研究代表者らは 2011 年 3 月 11 日の発災から今日に至るまで、東京キー局（6局）の大

震災に関わるTV映像の記録・保存を進めており、映像資料データ量は 200 テラビットを超える
レベルに到達している。この映像記録は JCC のMaxChannel だけでなく大量の外付けHDDに
蓄えられている。
これらの映像データは東日本大震災という未曾有の危機を保存したという事実のみの価値だけ

ではなく、その後も震災関連のTV映像を長期間映像データとして保存していることに、今後の
ジャーナリズム研究およびマス・コミュニケーション研究の分野にとって大きな価値をもつ。
本研究では平成 26、27、28 年度に引き続き、①映像データ保存とニュース及び他の関連する

映像情報の分類を初めとするデータベース構築のための作業を行い、その上で、②報道内容の質
的、量的分析を行い、こうした共同研究の成果の一部は研究所のシンポジウムにおいて、公表し
てきた。
付言すべきは、報道内容の質的・量的分析であり、これに関しては、本共同研究を補完するだ

けで、量的・質的分析の高度化に資する目的をもって、外部資金の導入をはかり、幸いにして平
成 27 年度に及び平成 28 年度に財団法人放送文化基金の研究助成を受けることができた。
本共同研究費に加えて新たに獲得したこれら外部研究資金を利用して、新たな研究組織をつく

り、これまで蓄積してきたデータの分析をさら精緻にするための映像情報の内容を分類し、メタ
データ化する作業を平成 28 年度中に継続的に実施した。その結果として平成 28 年度には発災以
来の 5年間の膨大なメタデータ（震災、原発、復興をキーワードとする）を構築することができ
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た。従って平成 29 年度は、このメタデータを利用した研究の総括を進めた。

「日本大学法学部新聞学科の創設経緯に関する研究─大学文書とＧＨＱ文書の包括的分析を通
じて─」

研究代表者　小林聡明（日本大学法学部新聞学科准教授）
研究分担者　石川徳幸（日本大学法学部新聞学科准教授）

研究の概要
日本の大学のメディア・ジャーナリズム研究・教育のための学科や部局は、アジア太平洋戦争

終結直後に、その主たる出発点を見出すことができる。1946 年、早稲田大学政治経済学部に新
聞学科が設置され、同じ年に慶応義塾大学に新聞研究所が、そして明治大学に新聞高等研究科が
設けられた。1947 年 9 月、日本大学に新聞学科が開設された。続く 1949 年には、関西大学に新
聞学科が、同じ年に東京大学に新聞研究所が設置された。
戦後直後から見られたメディア・ジャーナリズム関連学科や部局の創設ラッシュは、GHQに

よる強い指導の結果と考えられている。事実、GHQは、民主化推進を対日占領政策の重要な柱
として位置づけ、その一環として、「民主主義の発展を促す新聞の振興」と、それを担うジャー
ナリスト（新聞記者）養成を推し進めていた。だが、GHQによる強力なイニシアティブだけで、
全国各地の大学に新聞学科が創設されたわけではない。GHQの政策に共鳴し、呼応する各大学
側の理念や姿勢があって、こうした学科や研究所が設置されたことを見落とすべきではない。
これまで早稲田大学や東京大学、関西大学でのメディア・ジャーナリズム研究・教育のための

組織創設経緯については、いくつかの研究蓄積を見ることができる。しかし、日本大学法学部新
聞学科については、その創設経緯や背景などが十分に明らかにされているとは言いがたい。
日本大学法学部新聞学科は、どのような経緯を経て、創設され、現在にいたっているのだろう

か。今、学科創設 70 周年を前に、あらためて、それについて考えてみようとするのが、本研究
の目的である。ここでは、その出発点とも言えるGHQ占領期に着目し、その創設経緯について
明らかにしようとする。それは、日本の大学機関におけるメディア・ジャーナリズム研究・教育
の源流の一端を浮き彫りし、当該研究領域における知の系譜解明に貢献するものとなる。

本研究は、日米の史料を用いたマルチ・アーカイヴァルな分析によって、日本大学新聞学科の
創設経緯を明らかにするものであり、それは次の二つの課題の解明を通じて、行われる。
第一に、日本大学が有している大学文書を渉猟し、分析することである。日本大学本部企画広

報部広報課は、大学史編纂作業を続けており、大学史関連の貴重な史料を豊富に所蔵している。
だが、これらの史料は、新聞学科創設経緯を解明するうえで、ほとんど用いられていない。本研
究の一つ目の課題は、こうした未開拓な大学史関連の文書を発掘し、分析することで、新聞学科
の創設の経緯について、日本大学側から光を当てることである。
第二に、アメリカ側から光を当てるものとして、GHQ文書の発掘・分析を行うことである。
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これまで新聞学科創設の経緯に関する研究において、GHQ文書は十分に活用されているとは言
えない。GHQ 占領期において、メディア政策を担ったのは、情報教育局（CI&E）である。
CI&E は、メディア政策を管掌していただけでなく、教育政策の要となる組織であった。だが、
これまでの研究では、メディア政策の観点からGHQ文書を読み解こうとするあまり、教育政策
の観点からの分析が、不十分なものに留まっていた。本研究における二つ目の課題は、GHQ文
書のうち、CI&Eが作成した文書について、メディア政策と教育政策の両面から、日本大学新聞
学科の創設経緯に埋め込まれたGHQの意図や戦略、狙いを解明しようとするものである。
以上の課題の解明を通じて、本研究は、日本側とアメリカ側の両方の史料を分析することで、

日本大学新聞学科の創設経緯を立体的に明らかにし、戦後日本におけるメディア・ジャーナリズ
ム研究・教育の源流の一端を浮き彫りにしようとするものである。こうした成果の一部は、以下
の台湾での研究会（ワークショップ）において発表された。
Journalism Education in Postwar East Asia: Focusing on the Role of Dr. Frank L. Mott during 
the Allied Occupation of Japan, Workshop on Cold War and Knowledge in East Asia
報 告 者　　小林聡明（日本大学法学部新聞学科准教授）
討 論 者　　米倉　律（日本大学法学部新聞学科准教授）
開催日時　　2018 年 1 月 29 日（月）　13 時 30 分～
場　　所　　台湾・国立政治大学新聞学系新聞館三樓会議室
　　　　　　国立政治大学新聞学系／歴史学系との共催

○シンポジウム
テ ー マ　　ニュースメディアの信頼性を問う～「再訪」の試み～
主　　催　　日本大学法学部新聞学研究所
日　　時　　2017 年 12 月 16 日（土）　15 時～18 時
場　　所　　日本大学法学部三崎町校舎 10 号館 1031 講堂
基調報告　　大井眞二（日本大学法学部新聞学科教授）
パネル討論　徳山喜雄（立正大学文学部社会学科教授）
　　　　　　山口　仁（帝京大学文学部社会学科准教授）
　　　　　　小林義寛（日本大学法学部新聞学科教授）
司　　会　　佐幸信介（日本大学法学部新聞学科教授）

○研究指導
夏季集中講座　「現場最前線の視点からみるメディアの現状と課題」
開催期間　　2017 年 9 月 15 日（金）　13 時 30 分～17 時 50 分

16 日（土）　10 時 40 分～17 時 50 分
受 講 生　　58 名
内　　容　　9月 15 日
　　　　　　開講式／ガイダンス
　　　　　　「マスメディアの可能性とマイメディアの限界」（水野泰志　東京新聞　編集委員）
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　　　　　　「『出版社』にいる人は何を考えているのか」（梶原治樹　扶桑社　販売部担当部長）
　　　　　　9月 16 日
　　　　　　「ＴＶ動画配信事業の今」（石山海太　㈱ＴＢＳテレビ　デジタルビジネス推進部）
　　　　　　「映画配給の仕組みと 2016 ～ 2017 年映画について」
　　　　　　　（杉原結伊　松竹㈱　映画統括部戦略室）
　　　　　　「テレビドラマのヒットとＳＮＳ」（峰田浩　㈱ＴＢＳテレビ　ドラプロデューサー）
　　　　　　「カンヌライオンズ 2017 クリエイティブのトレンド」
　　　　　　　（ 佐藤達郎　多摩美術大学美術部共通教育センター教授・元博報堂ＡＤＫクリ

エーター）

○研究会
「日本大学新聞学科と冷戦⑴～米国文書から見るFrank Luther Mott 教授の役割～」
報 告 者　小林聡明（日本大学法学部新聞学科准教授）
開催日時　2017 年 5 月 25 日（木）　18 時 30 分～
場　　所　日本大学法学部本館第二会議室

「聞き取りで綴る新聞学科の 70 年①」
報 告 者　黒川貢三郎（日本大学法学部名誉教授）
開催日時　2017 年 7 月 27 日（木）　18 時 15 分～
場　　所　日本大学法学部本館第二会議室

「報道班員の構成と日本新聞会　─新聞・通信記者を利用した報道強化の試み─」
報 告 者　大津昭浩（日本大学法学部新聞学研究科博士後期課程）
開催日時　2017 年 10 月 12 日（木）　18 時 20 分～
場　　所　日本大学法学部 10 号館・1041 講堂

「聞き取りで綴る新聞学科の 70 年②─上智大学から見る「新聞学科」の歴史」
報 告 者　春原昭彦（上智大学名誉教授）
開催日時　2018 年 1 月 24 日（木）　16 時 30 分～
場　　所　日本大学法学部 2号館・252 Ａ講堂



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


